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Ⅰ 基本方針 

当公社は、下水道公社定款に基づき、下水道の維持管理に関する業務を行うほか、下水道知識

の普及・啓発活動及び下水道技術に関する調査研究を行い、県及び市町村の下水道事業に協力し、

もって県民の健康で快適な生活環境の向上と公共用水域の水質保全に寄与し、公衆衛生の向上及

び環境保全を目的として事業を遂行します。 
事業の実施にあたっては、令和 6 年度から令和 10 年度までの 5 年間を期間とする「公益財団

法人神奈川県下水道公社第 7 期経営改善計画」に基づき、今後とも運営の健全化と効率化を推進

するとともに、持続可能な下水道事業を目指します。 
 

Ⅱ 公益目的事業 

当公社は、前記基本方針に基づき、次に掲げる公益目的事業を行います。 

 １ 流域下水道の処理施設の運転操作等維持管理業務に関すること。 
 ２ 前号の業務と一体となって実施する改築業務に関すること。 
 ３ 市町村の実施する下水道における維持管理業務等の技術的業務に関すること。 
 ４ 下水道知識の普及・啓発活動及び下水道の研修に関すること。 
 ５ 汚水及び汚泥の処理方法についての調査及び研究に関すること。 
  

Ⅲ 事業計画 

当公社は、神奈川県が設置する流域下水道の処理施設の運転操作等維持管理業務を受託するほ

か、市町村が実施する下水道における水質分析や維持管理業務等の技術的業務を受託します。 

また、多くの方に下水道への理解と関心を深めていただくための普及・啓発活動及び下水道関

係者の知識や技術力の向上を目的とした研修を行うほか、維持管理技術の向上と運営の効率化を

図るため、調査研究を行います。 
各事業の実施にあたっては、創意と工夫をもって主体的に業務に取り組み、県民の健康で快適

な生活環境の向上と公共用水域の水質保全に寄与するため、次の事業を行います。 
 

１ 流域下水道の下水処理等維持管理事業 

神奈川県から相模川及び酒匂川流域下水道の下水処理等維持管理業務を受託し、下水処理場

施設、幹線管渠及び関連するポンプ場施設等の維持管理を行います。 
 

（１）主な維持管理施設等の概要 

4 箇所の下水処理場、9 箇所のポンプ場、173.82km の幹線管渠及び上部利用施設等の

維持管理を行います。主な維持管理施設等は、次表のとおりです。 
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     処理場 

施設・設備等 

相模川流域下水道 酒匂川流域下水道 

四之宮 柳 島 酒 匂 扇 町 

敷 地 面 積 26.9 ha 19.6 ha 9.8 ha 7.0 ha 

水 処 理 施 設 
（施設能力  日最大） 

6 系列 
(306,150m3／日) 

9 系列 
(531,700m3／日) 

3 系列 
(105,648m3／日) 

2 系列 
(55,120m3／日) 

汚 泥 脱 水 設 備 
遠 心  2 台 
スクリュー  2 台 
 

遠 心 3 台 
ロータリー  1 台 
スクリュー  3 台 

スクリュー  4 台 
 
 

ベ ル ト  2 台 
スクリュー  1 台 
 

汚 泥 焼 却 設 備 
（ 処 理 能 力  計 ） 

3 基 
(320ｔ／日) 

4 基 
(660ｔ／日) 

1 基 
(60ｔ／日) 

2 基 
(60ｔ／日) 

幹 線 管 渠 37,960 ｍ 89,600 ｍ 26,920 ｍ 19,340 ｍ 

ポ ン プ 場 2 箇所 6 箇所 1 箇所 ― 

上 部 利 用 施 設 四之宮ふれあい広場 
5.25 ha 

※茅ヶ崎市へ管

理移管 
酒 匂 き ら り 広 場 

2.1 ha 
扇町しらさぎ広場 

1.2 ha 

(注) 汚泥脱水設備欄に記載している「遠心」等の名称は、次の脱水機の種類を表す。 
・「遠  心」： 遠心脱水機 
・「スクリュー」： 圧入式スクリュープレス脱水機 
・「ロータリー」： 回転加圧脱水機 
・「ベ ル ト」： ベルトプレス脱水機 

 

（２）下水処理 

県が示す計画流入下水量に基づき、次表の流入下水を処理します。 
下水の処理にあたっては、常に良好な放流水質の維持に努めます。 

流域 下水処理場 
（水再生センター） 

計画流入下水量（千 m3／年） 

令和 7 年度 令和 6 年度 増減 （前年比％） 

相模川 

四之宮※ 83,084 78,617 4,467 （105.7） 

柳 島 155,941 155,941 0 （100.0） 

計 239,025 234,558 4,467 （101.9） 

酒匂川 

酒 匂 30,588 31,809 △1,221 （96.2） 

扇 町 17,980 16,747 1,233 （107.4） 

計 48,568 48,556 12 （100.0） 

合計 287,593 283,114 4,479 （101.6） 

    ※ 令和 7 年度の計画流入下水量は、令和 5 年度の実績値を使用している。 
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（３）汚泥処理 

発生した汚泥等は原則焼却し、建設資材の原材料として全量有効活用に努めます。 

ア 汚泥等発生量                           （ｔ／年） 

流域 下水処理場 
（水再生センター） 合計 

内訳 

脱水汚泥 沈砂 スクリーンかす 

相模川 

四之宮 56,311 56,050 202 59 

柳 島 139,054 138,426 454 174 

計 195,365 194,476 656 233 

酒匂川 

酒 匂 21,937 21,901 16 20 

扇 町 10,847 10,837 3 7 

計 32,784 32,738 19 27 

合計 228,149 227,214 675 260 

イ 焼却灰等処分量                          （ｔ／年） 

流域 下水処理場 
（水再生センター） 合計 

内訳 

乾灰 加湿灰 焼却沈砂 脱水汚泥 

相模川 

四之宮 1,589 1,342 36 211 0 

柳 島 3,218 2,477 39 702 0 

計 4,807 3,819 75 913 0 

酒匂川 

酒 匂 2,213 377 41 44 1,751 

扇 町 213 210 0 3 0 

計 2,426 587 41 47 1,751 

合計 7,233 4,406 116 960 1,751 

 

（４）流入水質の維持確保に向けた支援 

下水道施設及び放流水質に影響を及ぼす下水の流入を防止するため、流域幹線調査等を

行い、流域下水道と流域関連公共下水道の一体的な水質管理を進めます。 

ア 水質規制技術支援業務 

流域関連市町に対し、特定事業場等の立入指導や基準超過時における改善指導に係る

支援を行うとともに、要望に基づく相談や提案等を行います。 
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イ 研修会の開催 

流域関連市町や事業場の担当者を対象に、次の研修会を実施します。 

研修会名 開催時期 研修対象者 研修概要 

水質規制担当者

研修会 
11 月頃 

流域関連市町の

事業場排水水質

規制担当職員 

事業場に対する監視・指導の知識・技

術及び公正かつ効果的な水質規制に

関する研修 

事業場排水担当

者研修会 
12 月頃 事業場の排水担

当者 

安定して下水道を利用するための下

水道法の解説や下水へ排水する際の

注意点などに関する研修 

   
ウ パンフレットの作成及び配布 

公共下水道を使用する場合の排水に係る水質規制のあらましや届出などについて、分

かりやすく説明したパンフレットを作成し、公共下水道を使用する事業者の皆様に活用

していただけるよう、事業者と流域関連市町に配布します。 
   

（５）計画的な施設管理 

老朽化した施設に対し、施設の点検調査を実施して補修計画の見直しを行い、施設の良

好な機能維持を図ります。 
 

（６）適切な予防保全の実施 

精密点検及び設備補修実施計画により、設備の適切な予防保全を行います。 
 

（７）自然災害等への対応 

災害時に迅速・確実に対応できる体制を整備するため、実践に即した訓練を行います。 
   

（８）環境対策 

処理場敷地境界付近や各施設の定期的な臭気測定を行い、課題の抽出と対策に取り組み

ます。 
 

（９）施設見学 

小学校、自治会、地域の方々などの施設見学を行います。 
また、夏休み期間中は微生物の観察や、水の汚れ具合を簡易的に調べる水質実験を組み

入れた見学会を開催します。 
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（10）下水道ふれあいまつりの開催 

処理場施設見学、下水道学習室などを通じて、多くの方々に親しまれる下水道となるよ

う「下水道ふれあいまつり」を開催します。 
・共  催 ： 神奈川県、下水道公社 
・協  力 ： 相模川及び酒匂川流域関連市町 
・開催時期 ： 令和 7 年 10 月頃 
・開催場所 ： 相模川流域は、四之宮水再生センター 

  酒匂川流域は、扇町水再生センター 
 

２ 流域下水道の下水処理等維持管理業務と一体となって実施する改築業務 

施設の定期的な分解点検や修繕工事の実施に合わせて、老朽化が進んだ設備について、設備

の更新を実施することで、設備の停止期間の短縮や更新工事経費の縮減を図り、効率的で安定

した運転管理を行います。 
 

３ 市町村支援事業 

（１）水質調査支援 

流域関連市町から特定事業場の下水の水質分析等を受託し、特定事業場排水の分析等を

行います。 

区分 
計画数 

受託市町数 調査事業場数 水質分析数 

  年度 
流域 R7 R6 増減 R7 R6 増減 R7 R6 増減 

相模川 7  7 0 113 112 1 5,665 5,636 29 

酒匂川 8  8 0 53 50 3 2,730 2,737 △7 

計 15 15 0 166 162 4 8,395 8,373 22 

 

（２）単独処理場を有する市町村への技術支援 

      単独処理場を有する市町村に対し、技術支援を行います。 
 

（３）新たな技術支援への取組 

      市町村における今後の人材の制約を踏まえ、新たな技術支援について取り組みます。 
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４ 下水道知識普及啓発事業及び下水道担当職員研修事業 

多くの方に下水道への理解と関心を深めていただくための普及・啓発活動を行います。また、

下水道関係者の知識や技術力の向上を目的とし、県及び市町村が行う下水道事業を所管する担

当職員を対象に研修会を実施します。 

（１）下水道作品コンクールの実施 

流域関連市町の小学校 4 年生を対象として、作文、ポスター、書道の作品を募集するコ

ンクールを実施します。 

応募された作品の中から入賞者を表彰するとともに、入賞作品の広報への活用を行いま

す。 

 

（２）下水道出張教室の実施 

県内の小学校へ公社職員が出向き、4 年生の授業の中で下水道の果たす役割や仕組みな

どを説明するとともに、顕微鏡で汚れた水をきれいにする微生物の観察をします。 

・実施計画数：40 校 

 

（３）市町村主催の環境イベント等への参加 

市町村が主催する環境に関するイベント等に参加し、来場者に下水道の果たす役割や仕

組みなどを説明するとともに、顕微鏡で汚れた水をきれいにする微生物を観察していただ

き、環境に対して下水道が果たす役割などについて理解を深めていただきます。 

・参加計画数：11 回 
 

（４）ホームページや SNS による情報発信 

汚れた水をきれいにする下水道の仕組みや施設の概要、地域の方々に利用していただけ

る広場やテニスコートなど様々な情報を発信します。 
 

（５）下水道担当職員研修事業 

下水道事業を所管する担当職員を対象に、次の研修会を実施します。 

研修会名 開催時期 研修対象者 研修概要 

一 般コース 4～5 月頃 主に経験 5 年未

満の職員 

下水道事業の概説や下水処理場の仕組

みなど基礎的な知識についての研修 

専門技術コース 11～12 月頃 主に経験 5 年以

上の職員 

新技術や技術的な課題等に関する専門

的な知識についての研修 

管 理 者コース 7～8 月頃 主に幹部職員 
下水道事業に関する国の政策や地方公

共団体が抱える課題等についての研修 
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５ 汚水・汚泥処理技術調査研究事業 

職員がこれまで蓄積してきた豊富な経験や専門的な知識に基づき、維持管理上の技術的な課

題やコストの削減などについて調査研究を行います。 
また、研究成果は、日々の維持管理に反映させるとともに、調査研究報告書にまとめ研究発

表会で発表します。 
・調査研究 ２件  
 

（１）普及啓発業務における取組みについて 

下水道担当職員研修会において、前年度試行的に行った一般コースの「オンデマンド研

修」の結果を検証し、時間や場所を選ばずより利用者のニーズに応えた研修方法について

検討を行うとともに、専門技術コースにおいて「ディスカッション方式」を組み入れるな

ど、お互いの情報交換を踏まえた研修内容についても検討を行います。 
 

（２）脱炭素社会の実現に向けた放流水質管理レベルの検討 

近年、温室効果ガス削減を目標としたエネルギー使用量の抑制や閉鎖性水域の貧栄養化

対策として栄養塩管理運転を導入する自治体が増えてきており、下水道公社としても脱炭

素社会の実現を目指し、放流水の良好な水質を維持したまま、反応タンクへの送風量を減

らしエネルギー抑制が可能となる最適な水質管理目標値の設定について検討を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


